
63BLあて板補修詳細図(その1) S=1:25

終点側 起点側

対傾構

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(63)

西側 東側 西側東側

あて板補修工
(下フランジ)

G1 G2 G3 G4 G1G2G3G4

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G1

2-L 75x75x9x815

8-TCB M20x60(S10T)

99/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25 24

63BLあて板補修詳細図(その1)

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

実施設計図面

3
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吊線ケーブル中心間　8500
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主構トラス(西側)
側面図

外側

側面図
内側

63BLあて板補修詳細図(その2) S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(63)

起点側

起点側

垂直材展開図
起点側

垂直材展開図
終点側

内側外側 内側 外側

斜
材
BL63-1

斜
材
BL
63
-2

斜
材
BL
63
-1

斜
材
BL63-2

あ
て
板
補
修
工

(斜
材
・
外
側
フ
ラ
ン
ジ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
終

点
側

ウ
ェ

ブ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
終

点
側

ウ
ェ

ブ
)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

2-L 100x75x10x1760

15-TCB M20x60 (S10T)

10C

斜材BL63-1

A A

A - A

4-PL 305x9x280(SS400)

12-TCB M22x70 (S10T)

垂直材

WEB部

99/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25 25

63BLあて板補修詳細図(その2)

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

実施設計図面
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主桁

63BLあて板補修詳細図(その3) S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(63)

G1 西

G1 東

起点側終点側

終点側起点側

G 1下面

終点側起点側

G 1主桁G 1主桁 G 4主桁

G4  西

G4  東

起点側終点側

終点側起点側

G4下面

終点側起点側

G 4主桁

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

マーク図 終点側起点側

東
側

西
側

G 1

G 2

G 3

G 4

st1

st2

st3

st4

st5

st6

C r01　

Cr03　

Cr02　

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25 26

63BLあて板補修詳細図(その3)

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

3680
180 180



主桁

63BLあて板補修詳細図(その4) S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(63)
起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G1  東

終点側起点側

G1主桁

標準断面
A - A B - B

G4  東

終点側起点側

G4主桁

標準断面
C - C D - D

補修数量

2-L 90x90x10x3835

32-TCB M22x70(S10T)

A

A

B

B

C

C

D

D

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

C

C

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10 27

63BLあて板補修詳細図(その4)

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面
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終点側 起点側

対傾構
S=1:25

64BLあて板補修詳細図(その1)

64BLあて板補修詳細図(その1)

28

S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図マーク図

(64)

西側 東側 西側東側西側 東側

当て板補修工(上・下フランジ)

G1 G2 G3 G4 G1G2G3G4

当て板補修工(上・下フランジ)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

3
2
0
3

3
2
0
3

8030

吊線ケーブル中心間　8500

525 525
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吊線ケーブル中心間　8500
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35003500

1070 1070

8500

3@2120=6360 1070 1070

8500

3@2120=6360

8030



64BLあて板補修詳細図(その2)

64BLあて板補修詳細図(その2)

29

S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図マーク図

(64)
起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

G4

下弦材

2-L 75x75x9x2100

20-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x815

8-TCB M20x60(S10T)

G3

2-L 75x75x9x2100

20-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x815

8-TCB M20x60(S10T)

G1 G2

G2

2-L 75x75x9x2100

20-TCB M20x60(S10T)

G3

2-L 75x75x9x2100

20-TCB M20x60(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面
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主構トラス(東側)
側面図

外側

側面図
内側

64BLあて板補修詳細図(その3)

64BLあて板補修詳細図(その3)

30

S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図マーク図

(64)

起点側

斜
材
BL
64
-1

斜
材
BL64-2

下弦材上フランジ

下弦材下フランジ

上弦材上フランジ

上弦材下フランジ

起点側

斜
材
BL64-1

斜
材
BL
64
-2

当て板補修工(下弦材・上フランジ)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

上フランジ

下弦材

1-PL 350x9x1080(SM490A)

24-ワンサイドボルト MUTF24-25 (SCM440)(平均）

A - A

A

A

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面
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主構トラス(西側)
側面図

外側

側面図
内側

64BLあて板補修詳細図(その4)

64BLあて板補修詳細図(その4)

31

S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図マーク図

(64)

起点側

斜
材
BL64-1

斜
材
BL
64
-2

下弦材上フランジ

下弦材下フランジ

上弦材上フランジ

上弦材下フランジ

起点側

斜
材
BL
64
-1

斜
材
BL64-2

垂直材展開図
起点側

垂直材展開図
終点側

内側外側 内側 外側

当て板補修工(下弦材・下フランジ)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

ウ
ェ

ブ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

ウ
ェ

ブ
)

当て板補修工(下弦材・上フランジ)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

2-51
3
6
0

1
2

3
3
0

1
2

1
2

3
3
0

1
2

3
5
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3
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0

1
1

3
3
0

1
1

1
1

3
3
0

1
1

3
5
2
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310 9 9
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4040
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4950
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2
0



64BLあて板補修詳細図(その5)

64BLあて板補修詳細図(その5)

32

S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図マーク図

(64)
起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

上フランジ

下フランジ

下弦材

1-PL 350x9x870(SM490A)

21-ワンサイドボルト MUTF24-25 (SCM440)(平均）

A - A

A

A

下弦材

1-PL 320x9x4950(SM490A)

81-ワンサイドボルト MUTF24-25 (SCM440)(平均）

B - B

B

B

C C

C - C

4-PL 305x9x280(SS400)

12-TCB M22x70 (S10T)

垂直材

WEB部

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

310

15 15

5
3
5
0
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3
6
0

4 0 85 100 100 8 5 40
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5
5
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エポキシ樹脂 t=2mm
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0

1
2
0
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0

4
0
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2
0

4
0

1
2
0

1
2
0

4
0

9

エポキシ樹脂 t=2mm
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終点側 起点側

対傾構
S=1:25

65BLあて板補修詳細図(その1)

65BLあて板補修詳細図(その1)

33

S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図

(65)

西側 東側 西側東側

G1 G2 G3 G4 G1G2G3G4

当て板補修工(上・下フランジ)

当て板補修工(上フランジ)

当て板補修工(上・下フランジ)

当て板補修工(上フランジ)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

3
2
0
3

3
2
0
3

吊線ケーブル中心間　8500

525 525

8050

3500 3500

吊線ケーブル中心間　8500

525525

8050

35003500

1070 1070

8500

3@2120=6360 1070 1070

8500

3@2120=6360

830

2110

830

2110



65BLあて板補修詳細図(その2)

65BLあて板補修詳細図(その2)
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S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図

(65)
起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

G4

下弦材

2-L 75x75x9x815

8-TCB M20x60(S10T)

G3

2-L 75x75x9x2100

20-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x815

8-TCB M20x60(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

90

815

4080 805@105=52510
10

2010

90 86.25
86.25

86.25
86.25

90

2100

15@105=1575



主桁
S=1:25

65BLあて板補修詳細図(その3)

65BLあて板補修詳細図(その3)
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S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図

(65)

G 1 西

G1 東

起点側終点側

終点側起点側

G1下面

終点側起点側

G4  西

G4  東

起点側終点側

終点側起点側

G4下面

終点側起点側

G 1主桁 G 4主桁

マーク図 終点側起点側

東
側

西
側

G 1

G 2

G 3

G 4

st1

st2

st3

st4

st5

st6

C r01　

Cr03　

Cr02　

当て板補修工(下フランジ)

当て板補修工(下フランジ) 当て板補修工(下フランジ)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

4950

4080

180



主桁

65BLあて板補修詳細図(その4)

65BLあて板補修詳細図(その4)

36

S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

マーク図

(65)
起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

(1) (88)

G1  東

終点側起点側

G1主桁

標準断面
A - A B - B

G4  東

終点側起点側

G4主桁

標準断面
C - C D - D

A

A

B

B

D

D

C

C

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

補修数量

2-L 90x90x10x4930

42-TCB M22x70(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

1
0

8

9

1
0

8

9

5
0
4
0

2

75 40

10 355

120 120

5
0
4
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10 4930 10

37@120=4440

4585
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0

1 8 0

180

L 90x90x10

外側 内側

4
5
0

1 8 0

180

L 90x90x10

外側 内側

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm



終点側 起点側

対傾構
S=1:2566BLあて板補修詳細図(その1) S=1:25

66BLあて板補修詳細図(その1)

37

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(66)

西側 東側 西側東側

G1 G2 G3 G4 G1G2G3G4

当て板補修工(下フランジ) 当て板補修工(下フランジ)当て板補修工(上・下フランジ)当て板補修工(上・下フランジ)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

3
2
0
3

3
2
0
3

吊線ケーブル中心間　8500

525 525

8050

3500 3500

吊線ケーブル中心間　8500

525525

8050

35003500

1070 1070

8500

3@2120=6360 1070 1070

8500

3@2120=6360

2110 2110830830



66BLあて板補修詳細図(その2) S=1:10

66BLあて板補修詳細図(その2)

38

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(66)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

下弦材

G2

2-L 75x75x9x2100

20-TCB M20x60(S10T)

G3 G4

2-L 75x75x9x815

8-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x815

8-TCB M20x60(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

10 1010

9086.25
86.25

86.25
86.25

90

2100

15@105=1575 90

815

4080 805@105=525



主構トラス(東側)
側面図

外側

側面図
内側

S=1:2566BLあて板補修詳細図(その3) S=1:25

66BLあて板補修詳細図(その3)

39

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(66)

起点側

斜
材
BL
66
-1

斜
材
BL66-2

起点側

斜
材
BL66-1

斜
材
BL
66
-2

当
て

板
補

修
工

(
内

側
フ

ラ
ン

ジ
)

当
て
板
補
修
工

(内
側
フ
ラ
ン
ジ
)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

2-L 100x75x10x800

7-TCB M20x60 (S10T)

10C

斜材BL66-2

10C

2-L 90x90x10x680

6-TCB M22x65 (S10T)

AA

A - A

垂直材

フランジ部

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

68
0

5
8
0

304～
310

2
7 5

45

30

9

17
0

2
75

45

30

40

40

80
0

10
0
2

6@
12
0=
72
0

エポキシ樹脂 t=2mm

9
0

2 1
8
0

9

5 5 35

2 90

310

4
0

4
0

2 9 0

55 3 5

6
8
0

5
@
1
2
0
=
6
0
0



主構トラス(西側)
側面図

外側

側面図
内側

S=1:25S=1:2566BLあて板補修詳細図(その4) S=1:25

66BLあて板補修詳細図(その4)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(66)

起点側

斜
材
BL66-1

斜
材
BL
66
-2

起点側

斜
材
BL
66
-1

斜
材
BL66-2

垂直材展開図
起点側

垂直材展開図
終点側

内側外側 内側 外側

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

ウ
ェ

ブ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

フ
ラ

ン
ジ
)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

A A

A - A

2-PL 305x9x280(SS400)

6-TCB M22x70 (S10T)

垂直材

WEB部

10C

2-L 90x90x10x1280

11-TCB M22x65 (S10T)

BB

B - B

垂直材

フランジ部

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:251:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

2-57

9 9

408

4040
310 9 9

408

4040
310

1
2
0

1
0
8
0

310

15 15

4
0

5
5

3
0
5

1
0
5

1
0
5

エポキシ樹脂 t=2mm

9

2 00 4040

280

9
22

9

3 1 0

40 200 40

280

エポキシ樹脂 t=2mm

9
0

2 1
8
0

9

5 5 35

2 90
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4
0

4
0

2 9 0

5 5 35

1
2
8
0

1
0
@
1
2
0
=
1
2
0
0



主桁
S=1:2566BLあて板補修詳細図(その5) S=1:25

66BLあて板補修詳細図(その5)

41

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(66)

G1 西

G1 東

起点側終点側

終点側起点側

G 1下面

終点側起点側

G 4 西

G4 東

起点側終点側

終点側起点側

G4下面

終点側起点側

G 1主桁 G 4主桁

マーク図 終点側起点側

東
側

西
側

G 1

G 2

G 3

G 4

st1

st2

st3

st4

st5

st6

C r01　

Cr03　

Cr02　

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

180 180



主桁

66BLあて板補修詳細図(その6) S=1:10

66BLあて板補修詳細図(その6)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(66)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G1  東

終点側起点側

G4  東

終点側起点側

G1主桁

標準断面
A - A B - B

G4主桁

標準断面
C - C D - D

A

A

B

B

D

D

C

C

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

1
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1
0

8

9

5
0
4
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2

75 40

10 355
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5
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4
5
0

1 8 0

180

L 90x90x10

外側 内側
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0

1 8 0

180

L 90x90x10

外側 内側
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0

エポキシ樹脂 t=2mm

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm



対傾構

終点側 起点側

S=1:2567BLあて板補修詳細図(その1) S=1:25

67BLあて板補修詳細図(その1)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

あて板補修工(上フランジ)あて板補修工(上フランジ)あて板補修工(上フランジ)

G1 G2 G3 G4 G1G2G3G4

東側

西側

(67)

西側 東側 西側東側

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

540540540

3
2
0
3

3
2
0
3

吊線ケーブル中心間　8500

525 525

8050

3500 3500

吊線ケーブル中心間　8500

525525

8050

35003500

1070 1070

8500

3@2120=6360 1070 1070

8500

3@2120=6360



67BLあて板補修詳細図(その2) S=1:10

67BLあて板補修詳細図(その2)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(67)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G1

2-L 75x75x9x340

3-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x340

3-TCB M20x60(S10T)

上弦材

CL

2-L 75x75x9x340

3-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x340

3-TCB M20x60(S10T)

G4

2-L 75x75x9x340

3-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x340

3-TCB M20x60(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

40 90 10
10

90 40

340 20 340

105 105 105 105 40 90 10
10

90 40

340 20 340

105 105 105 105 409010
10

9040

34020340

105105105105



主桁
S=1:2567BLあて板補修詳細図(その3) S=1:25

67BLあて板補修詳細図(その3)

45

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

G 1主桁 G 4主桁

G1 西

G1 東

起点側終点側

終点側起点側

G 1下面

終点側起点側

G4  西

G4  東

起点側終点側

終点側起点側

G4下面

終点側起点側

マーク図 終点側起点側

東
側

西
側

G 1

G 2

G 3

G 4

st1

st2

st3

st4

st5

st6

C r01　

Cr03　

Cr02　

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

当て板補修工(下フランジ)

当て板補修工(下フランジ)

東側

西側

(67)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

180 180 180

430

1130



主桁

67BLあて板補修詳細図(その4) S=1:10

67BLあて板補修詳細図(その4)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(67)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G1  東

終点側起点側

G1主桁

標準断面
A - A B - B

G4  東

終点側起点側

G4主桁

標準断面
C - C D - D

A

B

B

C

C

D

D

補修数量

2-L 90x90x10x1315

11-TCB M22x70(S10T)

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

補修数量

2-L 90x90x10x680

6-TCB M22x70(S10T)

A

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

1
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5
0
4
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7540

101315

1
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5
0
4
0

2

7540

10355

120120

5
0
4
0

2

75 40
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120 120

10@120=1200

40 40

680800 2740
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4
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0

1 8 0

180
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外側 内側

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm

4
5
0

1 8 0

180

L 90x90x10

外側 内側

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm エポキシ樹脂 t=2mm



対傾構

終点側 起点側

S=1:2568BLあて板補修詳細図(その1)

68BLあて板補修詳細図(その1)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

あて板補修工
(上・下フランジ)

あて板補修工
(上フランジ)

あて板補修工
(上・下フランジ)

G1 G2 G3 G4 G1G2G3G4

東側

西側

(68)

西側 東側 西側東側

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

3
2
0
3

3
2
0
3

吊線ケーブル中心間　8500

525 525

8050

3500 3500

吊線ケーブル中心間　8500

525525

8050

35003500

1070 1070

8500

3@2120=6360 1070 1070

8500

3@2120=6360

300 540 600



68BLあて板補修詳細図(その2)

68BLあて板補修詳細図(その2)

48

S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(68)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G1

2-L 75x75x9x395

4-TCB M20x60(S10T)

上弦材

G4

2-L 75x75x9x710

7-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x655

6-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x710

7-TCB M20x60(S10T)

2-L 75x75x9x395

4-TCB M20x60(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

40 40

395 430

40

10

9040

655

5@105=525

40 6@105=630

115 710

3@105=315



主構トラス(東側)
側面図

外側

側面図
内側

68BLあて板補修詳細図(その3)

68BLあて板補修詳細図(その3)

49

S=1:25S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

垂直材展開図
起点側

垂直材展開図
終点側

内側外側 内側 外側

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

ウ
ェ

ブ
)

起点側

斜
材
BL
68
-1

斜
材
BL68-2

起点側

斜
材
BL68-1

斜
材
BL
68
-2

東側

西側

(68)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

A - A

A A

2-PL 410x9x280(SS400)

8-TCB M22x70 (S10T)

垂直材

WEB部

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

9 9

408

4040
310 9 9

408

4040
310

1
8
0

エポキシ樹脂 t=2m m

1
8
0

9

2 0 0 4 040

310

15 280 15

40 200 40

28015 15

310

4
0

5
5

3
@
1
0
5
=
3
1
5

4
1
0

9
22

9



主構トラス(西側)
側面図

外側

側面図
内側

68BLあて板補修詳細図(その4)

68BLあて板補修詳細図(その4)

50

S=1:25S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

垂直材展開図
起点側

垂直材展開図
終点側

内側外側 内側 外側

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

ウ
ェ

ブ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

ウ
ェ

ブ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
起

点
側

ウ
ェ

ブ
)

起点側

斜
材
BL68-1

斜
材
BL
68
-2

起点側

斜
材
BL
68
-1

斜
材
BL68-2

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
終

点
側

ウ
ェ

ブ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
終

点
側

ウ
ェ

ブ
)

あ
て

板
補

修
工

(
垂

直
材

・
終

点
側

ウ
ェ

ブ
)

東側

西側

(68)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

A A

A A

A - A

2-PL 410x9x280(SS400)

8-TCB M22x70 (S10T)

垂直材

WEB部

2-PL 1438x9x280(SS400)

28-TCB M22x70 (S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

9 9

408

4040
310 9 9

408

4040
310

1
2
0 1
2
0

2
0
0

2
0
0

1
8
0

7
8
0

5
5

5
5

1
4
3
7
.
5

40 200 40

28015 15

310

4
0

5
5

3
@
1
0
5
=
3
1
5

4
1
0

8
6
.
3

8
6
.
3

1
1
@
1
0
5
=
1
1
5
5

エポキシ樹脂 t=2mm

1
8
0

9

2 0 0 4 040

310

15 280 15

9
22

9



主桁

68BLあて板補修詳細図(その5)

68BLあて板補修詳細図(その5)

51

S=1:25S=1:25

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

G 1主桁 G 3主桁

G 4主桁

マーク図 終点側起点側

東
側

西
側

G 1

G 2

G 3

G 4

st1

st2

st3

st4

st5

st6

C r01　

Cr03　

Cr02　

G1 西

G1 東

起点側終点側

終点側起点側

G 1下面

終点側起点側

G3  西

G3  東

起点側終点側

終点側起点側

G3下面

終点側起点側

G4  西

G4  東

起点側終点側

終点側起点側

G4下面

終点側起点側

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

あて板補修工
(下フランジ)

東側

西側

(68)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:25

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

1100

430 440180 130 780

450 1100



主桁

68BLあて板補修詳細図(その6)

68BLあて板補修詳細図(その6)

52

S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(68)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G1  東

終点側起点側

G1主桁

標準断面
A - A B - B

G4  東

終点側起点側

G4主桁

標準断面
C - C D - D

A

B

B

C

C

D

D

補修数量

2-L 90x90x10x1195

10-TCB M22x70(S10T)

補修数量

2-L 90x90x10x315

3-TCB M22x70(S10T)

補修数量

2-L 90x90x10x680

6-TCB M22x70(S10T)

A

補修数量

2-L 90x90x10x355

3-TCB M22x70(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

1
0

8

9

5
0
4
0

2

7540

101195

1
0

8

9

5
0
4
0

2

7540

10315

100100 40 40

680

5@120=600

9@120=108075 40120 120

5
0
4
0

2

185 10 355

4
5
0

1 8 0

180

L 90x90x10

外側 内側

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm

4
5
0

1 8 0

180

L 90x90x10

外側 内側

9
0

エポキシ樹脂 t=2mm

エポキシ樹脂 t=2mm

9
0



主桁

68BLあて板補修詳細図(その7)

68BLあて板補修詳細図(その7)

53

S=1:10

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

徳島県東部県土整備局 徳島庁舎

東側

西側

(68)

起点 終点

視点位置

視点位置図

終点 終点側 起点側

〈補修方針〉
　・可能減肉率以上の損傷は
    部材補強を行う。
　・可能減肉率以上の損傷は
    孔食ヵ所及び、雨水滞水ヵ所は
　　パテ整形+再塗装を行う。この時、
    健全部に30mm程度余裕代を
　　確保した素地調整及び、再塗装を行う。
　・上記に満たない損傷は再塗装(対策済)とする。
　・対傾構補修において起点側と終点側に
    補修ヵ所がある場合は
　　ブロック番号の若い側にまとめて明記する。

凡例

再塗装箇所(+エポキシパテ)

部材取替工

あて板補修工

補修工法の種類 表示 起点

マーク図

(1) (88)

G3  東

終点側起点側

G3主桁

標準断面
E - E F - F

F

F

E

E

補修数量

2-L 100x100x13x265

2-TCB M22x75(S10T)

補修数量

2-L 100x100x13x980

7-TCB M22x75(S10T)

/

鳴門市撫養町大桑島(小鳴門橋)

1:10

R5徳土　鳴門公園線（小鳴門橋）　鳴・撫養
大桑島　橋梁修繕工事（担い手確保型）

鳴門公園線

99

実施設計図面

1
3

1
1

9

10

6
0
4
0

2

40 40

980

4015075

265

6@150=900

185

4
5
0

2 0 0

200

外側 内側

L 100x100x13

1
0
0

エポキシ樹脂 t=2mm エポキシ樹脂 t=2mm


